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日本科学未来館主催の企画展「地下展」についての報告
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日本地球惑星科学連合の協力で開催された企画展「地下展～空想と科学がもたらす闇の冒険」（主催：日本科学未来館、
朝日新聞）について報告する。本企画展は、2007年 9月 22から 2008年 1月 28日まで日本科学未来館（東京都江東区
青海）で行われた。“地球最後のフロンティである地下を知り、新しい世界観、地球観を認識する”というコンセプトの
下で、環境学、生物学、地球科学、惑星科学、天文学などさまざまな研究分野の最先端の研究を取り上げ、科学技術に
対する一般の人の関心を高めることを目指した。
展示構成は、それぞれ、“足下からはじまる地下 [都市の地下利用]”、“地下の心がまえ”、“タイムカプセル [Time

CapsuleEXPO’70プロジェクト]”、“ノアの方舟 [北極種子保存庫プロジェクト]”、“地中の宝 [地下資源]”、“地下に
ゆだねる [放射性廃棄物の地層処分]”、“氷の記憶をほりおこす [氷床コア]”、“誰も見たことのない湖 [南極・ボストー
ク湖]”、“生命の樹 [全生物の系統関係図]”、“全てはひとつに [コモノート（共通祖先）]”、“地下住人の肖像 [地下生
物圏]”、“生命がはじまる場所 [生命起源「地下説」]”、“闇の歴史 [巨大隕石衝突]”、“地球が凍った日 [スノーボール
アース]”、“地の底～中心へと行き着く [地球内部のしくみ]”、“地下世界のはじまりと終わり [地球の起源]”、“ 46億
年の時計 [地球システム]”の全部で 17セクションからなっている。会場では、専門の解説スタッフやボランティアによ
る解説や実演を行い、来館者の理解促進に努めた。また、展示と関連してさまざまなイベントも行い、研究内容への関
心を高める機会を増やした。
今回の企画展は、監修者、協力者、講演者として多くの研究者に参加してもらい、地球惑星科学コミュニティと一般

社会をつなぐ新しい試みであった。講演では、地球惑星科学分野の展示内容や手法の紹介を中心に、来館者からのアン
ケートの結果などを交え、他分野との融合領域を創造する必要性やアウトリーチ活動の新しい可能性について探る。


